
食肉加工業
　食肉の安全・安心な商品づくりを追求し、厳しい安全管
理のもと（食品の「安全性」と「品質」を確保するための
国際認証規格）SQFを取得。極めて基準が厳しい米国や
EUをはじめとする諸外国への輸出も認定を受けています。

食品加工
　果実の王様と呼ばれる南国の香りたっぷりの「ボンタン」。
青果としても美味しいですが、なんと言ってもボンタンを加
工した「ぼんたん漬け」は阿久根を代表する銘菓です。そ
の他ボンタンサイダーなども発売開始。

焼酎蔵元
　かつて阿久根には歴史ある蔵元が点在し、現在も腕利き
の杜氏や蔵子のこだわりの逸品の焼酎が目白押し。口の中
に広がる豊かな味わいが県内外のファンを魅了しています。

水産加工
　漁業のまち阿久根の水産加工場。毎朝新鮮な取れたての
魚をその日のうちに熟練の職人が一匹ずつ手早く捌きます。
独自の製法で「魚の鮮度と旬」にこだわった美味しい商品
づくり一筋。

革製品
　アメリカのスポーツ用品メーカー（Wilson社）から委託
され、野球用グローブを製造しています。熟練の職人技で
作られるグローブは超一流メジャーリーガーや日本のプロ
野球選手にも支持されています。

電子部品
　さまざまな分野で使用される金属パーツ・特殊締結部品・
特殊ボルトナットなどを製造しています。独創的な技術力
で開発された製品は、自動車や産業機械・電気製品・事務
用品など各種業界で高い信頼を得ています。

Message

　南九州西回り自動車道など高速交通体系や住環境の変化及び多様化する消費者のニーズにより、地域に密着したサービスの提供、新た
な施設整備など、先人の英知に学びここまで繋いできました。また、農林水産物をはじめ食品加工品、観光サービスなどを包括的に支援
する地域ブランドの確立は、それぞれの産業の競争力や付加価値を向上させるための有効な手段です。より愛され親しまれ、活気あふれ
る街づくりを目指すとともに、特産品の更なる開発及び阿久根市の４つの「みどこい」を全国へ情報発信し、地元経済の活性化を図ります。

阿久根商工会議所　中小企業相談所　所長　田上 雄二さん
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賑わいと
活力を創出する

　阿久根市の魅力は水産業・農業のみならず、商工業・製
造業においても他に引けを取りません。市外・全国、海外
まで市場はさまざまです。食材・加工食品はもちろん、大
手企業の大規模工場のほか、職人の技を生かし世界に流
通するスポーツ用品もこの阿久根で製造されています。

阿久根市産業祭
　阿久根の年末恒例行事である、阿久根市
産業祭。市内外のさまざまな商品が目白押
し。地元で獲れた農林水産物や加工品・商
工業製品・特産物が展示販売され、市内外
から多くの買い物客で賑わいます。

The appeal of Akune city is not only in its fisheries and 
agriculture, but also in its commerce and manufacturing 
industries. Its products can be found in various markets 
outside the city, across the country, and around the world. 
In addition to foodstuffs and processed foods, the city not 
only hosts large-scale factories of major companies, but 
sporting goods from global brands are manufactured by 
craftsmen in Akune. 大型スーパーマーケット

　年中無休・24時間営業のため都合の良い時間に
「いつでも安心」して買い物ができるお店をモット
ーとして、地域に根ざしお客様に喜ばれるサービ
スを展開し、地方に立地する大型店舗の成功モデ
ルとして全国から注目されています。

出水郡医師会広域医療センター
　阿久根市の中心部に立地し、阿久根市・長島町・
出水市などの地域医療の中核施設として最新の医
療機器が導入されています。救急医療や高度医療
を重点的に行い、地域住民から信頼される医療に
取り組んでいます。
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春 夏

・ひな女まつり（旧暦４月８日）
・番所丘公園グリーンフェス
 （ゴールデンウィーク）

じょ

・３月10日祭り（金比羅祭り）

３
月

４
月

５
月

・九州選抜高等学校駅伝競走大会
 （３月第２日曜日）

・阿久根みどこい夏まつり（７月下旬）

・海開き（７月第１土曜日）

・阿久根うに丼祭り
阿久根市で獲れた生うにを使用したうに丼を、阿久
根市内の飲食店や宿泊施設で味わうことができま
す。和食から洋食まで、各店の特色あるうに丼を提
供します。

７
月

秋 冬

９
月

10
月

12
月

１
月

・阿久根みどこい秋まつり

・華の50歳組

・あくねボンタンロードレース大会
 （12月第１日曜日）

・産業祭〈アクネうまいネ自然だネまつり〉
 （12月中旬）

・えびす祭り（１/10）

・あくね洋画展（８月下旬～９月上旬）

・阿久根伊勢えび祭り
阿久根市内の店舗で開催する「阿久根伊勢えび祭
り」。各参加店ごとに趣向をこらした伊勢えび料理
を提供しています。
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・産業祭〈アクネうまいネ自然だネまつり〉
 （12月中旬）

・えびす祭り（１/10）

・あくね洋画展（８月下旬～９月上旬）

・阿久根伊勢えび祭り
阿久根市内の店舗で開催する「阿久根伊勢えび祭
り」。各参加店ごとに趣向をこらした伊勢えび料理
を提供しています。

　阿久根市では、全国的に珍しい「華の50歳組」や「み
どこい祭り」、「あくねボンタンロードレース大会」など、
産業や文化を生かしたさまざまなイベントを開催し、市内
外から多くの人々がイベントに参加をしています。
　毎年、阿久根市特有のイベントを開催することで、市民
に阿久根市の産業や文化への理解を深めていただくととも
に、阿久根市外へのＰＲや知名度アップを図っています。

阿久根市の祭り・
イベント Festivals  and Events

Akune City holds a variety of events that make 
use of its industry and culture. Popular events 
include Hana no Gojussai Gumi （Shining 50s）, 
Midokoi Festival, and Akune Bontan Road Race. 
Many citizens and visitors participate in these 
events. By holding events unique to Akune every 
year, we aim to deepen citizens knowledge of the 
city's industry and culture. We also desire to raise 
the profile of Akune outside of the prefecture.
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地引網体験
　海と山の学校の交流で
実施する地引網体験で
は、西目小と尾崎小の児
童たちが西目地区の海岸
でいっしょに網を引きま
す。この他にも、市内の
小学生を対象に漁師体験
や魚料理教室などの体験
学習も実施するなど、海
の恵みをたっぷりと感じる
ことができます。

農業体験
【田植え】
　田代小や折多小などで
は、米作りを体験します。
地元有志が協力し、技
術指導のもと、子供たち
が田植えを行います。秋
には実った稲穂を収穫し
ます。また、折多小では、
2011年から収穫したお米
を「支援米」として、福島
の小学校に送っています。
【タケノコ掘り】
　田代小では、体験学習
として地域の人と交流し
ながら、児童たちがタケ
ノコを掘り、食や環境保
全について学びます。
【芋掘り】
　大川小や鶴川内小など
では、春に苗を植え、秋
に大きくなった芋を収穫
します。大川小では、創
立記念として、育てた芋
から焼酎を作り、販売す
る取組を行いました。

　この他にも、野菜作り
や味噌作りなど各学校が
特色のある取組を行って
います。

ボンタン狩り体験
　市内では農業体験学習が実施され、名産品
であるボンタンの収穫も行います。山間にあ
る尾崎小と海沿いの西目小では交流学習もあ
り、尾崎地区のボンタン園でいっしょに収穫
体験をします。

ジャンボカルタ大会
　尾崎小の伝統行事で、巨大なカルタをチー
ム戦で取り合います。お題と絵札は阿久根の
名所や特産品にちなんだもので、全部で46枚
あります。

でんえんコンサート
　鶴川内地区では「でんえんコンサート」と題し
て、音楽に親しむイベントを平成12年から開催し
ています。会場となる鶴川内小の児童たちによ
る合唱・合奏のほか、吹奏楽団などの音楽団体
も演奏を行います。
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自然と伝統が育む

　市内各地には、古くからさまざまな伝統行事や郷土芸能が伝
わっています。これらを保存・継承していくために、地域が一体
となって伝承し、後世へ受け継がれていくよう取組を支援してい
ます。また、変化に富んだ美しい自然も子供たちの好奇心を刺
激し、恵まれた環境の中で、地域の大人もいっしょになって感
受性豊かな心と健康的な体を育んでいます。

Various traditional events and local performing arts have been 
handed down from generation to generation throughout the 
city's lifespan. In order to preserve and further pass these 
on, we support the efforts of the local communities to work 
together in the effort of passing them on to future generations. 
The beautiful and varied nature in our city encourages 
curiosity in children. Adults in the community also join together 
in nurturing a receptive mind and healthy body . 

▲山田楽
　脇本小の児童が受け継いでいる伝統芸
能の山田楽は、戦国時代末期、出水郷の
名地頭と謳われた山田昌

しょう

巌
がん

が考案し、関
ヶ原の戦いへ出陣する際に奉納したもの
とされています。

三尺棒踊り
　棒踊りは、元々は戦に向かう人々を鼓
舞するための踊りとされ、戦国時代に島
津義弘によって県内各地で始められまし
た。山下地区では山下小の児童たちが
継承し、伝統を守り続けています。

   Nature  and Tradition
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生涯学習フェア
　毎年２月に開催。生涯学習講座の発表の場として
多くの市民が参加。体育功労者、体育協会優秀選手・
団体の表彰のほか生涯学習講座受講生の作品展示、
小中学生の弁論大会なども行われます。

あくね洋画展
　阿久根市では豊かな郷土の魅力再発見や文化のま
ちづくりのため、毎年「あくね洋画展」を開催してい
ます。令和３年（2021年）で23回目の開催となり、
県内でも有数の洋画展となっています。一般、小・中・
高校生の個性あふれる絵画を展示します。

阿久根市自主文化事業
　阿久根市では自主文化事業として、コンサートや
映画上映、落語公演などさまざまな文化イベントを
開催しています。

阿久根市総合文化祭
　毎年１１月に開催。日頃の文化活動の発表の場とし
て多くの方が参加しています。演芸の部と展示の部か
らそれぞれ個性あふれる発表、展示が多数あります。

各種ボランティア活動団体
　市内各地区のボランティアグループが通り・
歩道の緑化や清掃及び地域交流や親睦などを
図り、住みやすいまちづくりに貢献しています。

地域おこし協力隊
　県外からの若い移住者たちのアイデアと行動
力で様々な分野での地域おこしに取り組んでい
ます。地域住民と一緒に日々阿久根を盛り上げる
活動を行っています。
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市民すべてが主役の
まちづくり、
暮らしづくり

 C reating Communities  and 

Li fe s ty le s  i n  Which  A l l  

C i t i zen s  Play  a  Leading 

Role

　その年に50歳になる人たちが卒業した小学
校の運動会に参加し、旧友と久しぶりに顔を
あわせて、童心に帰って駆け回ります。昭和
26年（1951年）に阿久根小学校で始まったも
ので、現在は市内のすべての小学校で実施
されています。市主催の歓迎レセプションも
盛り上がります。

▲華の 50 歳組　健康的にいきいきと暮らせる場所でありたい。誰も
が活躍できる場所でありたい。「笑顔あふれるまち
づくり」を市民一丸となって目指しています。

We want the city to be a place where people can 
live healthy and vigorous lives. We want the city to 
be a place where everyone can play an active role.
We will continue to work with all citizen to create a 
city full of welcoming faces.

スポーツイベント
　スポーツが盛んな阿久根市では、総合運動公
園などで各競技大会が数多く開催されています。
近年では高齢者の間でグラウンド・ゴルフの競
技人口が増加しています。番所丘公園には本格
的なグラウンド・ゴルフ場が整備されています。

ラジオ体操推進事業
　生活習慣病予防や健康づくりのための取組と
して、ラジオ体操を毎日続けることを奨励。市
民への定着を目指しています。市庁舎では平日
の昼休み時間にラジオ体操を放送して職員が実
践し、来庁者にも参加を呼びかけています。
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